
２．超重泥水･各種覆土の
放射線遮蔽性能評価 【受託機関：早稲田大学】

＜放射線遮蔽実験＞
・線源から様々な方向に供試体を透過するガンマ線・中性子線量を測定。
・特にガンマ線に関して湿潤密度と透過距離を用いた実験式を確認 (図3)。
＜弾性波測定を用いたモニタリング技術の開発＞
・材料分離後のバライト層を想定した供試体で弾性波測定を実施。
・湿潤密度に関係なく飽和度の上昇に伴い

弾性波速度は減少 (図4)。
＜超重泥水の配合設計＞
・複数の性能を有する超重泥水の設計フローを提案(図5)。

福島第一原子力発電所構内
環境評価･デブリ取出しから廃炉までを想定した
地盤工学的新技術開発と人材育成プログラム

課題目標
今後４０年にわたる福島第一原子力発電所の廃炉事業において､廃止措置に向け必要不可欠な技術事項で

ある地盤工学分野の個別基盤研究を推進するとともに､この研究活動を通じて､同事業に貢献可能な実践力と
横断的基礎知識を有した本格的技術者の育成を目的とした教育プログラムを構築し､志の高い学生を育成する｡
さらに､地盤工学的技術の廃止措置への貢献を主眼とした廃炉地盤工学を創出し､廃炉事業を推進する企業や
関連機関､さらには今後世界的に需要増加が見込める廃炉産業への人材輩出及び実効的な技術支援を行う｡

この課題は､文部科学省／廃止措置研究・人材育成プログラムにより実施しているものである｡

３．地下水環境等の解析･調査技術と
予測技術の高度化 【受託機関：千葉工業大学】

・地盤工学に基づく土質材料による放射線遮蔽設計方法の検討
・廃止措置に伴う作業被曝の回避および放射性物質の拡散防止のための材料開発

① 研究背景･内容
・地下水による放射性物質の移行､現場での地盤環境の把握を目的に実証試験を実施
・試験水槽と試験井戸を用いたトレーサー試験により実流速の測定方法を検討

① 研究背景･内容

・損傷した原子炉建屋の廃止措置に有効（図1）な様々な
特性（表1）を有する充填型土質材料「超重泥水」。

・ベントナイト懸濁液にバライト粉末を添加した材料。
・体積含水率50%以上、最大比重2.58の高比重を有する。

② 充填型土質材料「超重泥水」

図3 ガンマ線遮蔽実験結果 図4 弾性波速度と飽和度の関係

＜原位置トレーサー試験の試験手法の検討＞
・試験区間は透水性が良好な砂礫層を対象として､

４本の試験井戸（図5）を利用し､放射状収束試験
で塩水トレーサー試験を実施。

・測定は試験水槽同様､電気伝導率計を使用。
・孔内の上下流､比重の調整が測定結果に影響を

与えることを確認（図6･図7）。
・試験区間内の卓越した水みちを把握することが重要。

③ 原位置試験の測定手法の高度化

図6 上下流の影響

表1 超重泥水の特性と期待される効果

特性 用途・効果

流動性
充填施工（ポンプ圧送）
デブリや切削粉の取り出し媒体

低透水性 汚染水漏洩の防止
粘土粒子含有 放射性物質吸着・拡散防止
高比重 ガンマ線遮蔽
高含水 中性子線遮蔽，粉塵飛散防止

図1 超重泥水を用いた廃止措置
の施工イメージ

図2 超重泥水

図5 超重泥水の設計フローの例

③ 超重泥水に関する実験的評価と設計フロー

図5 試験井戸断面図

１．廃炉地盤工学を通じた人材育成プログラム 【（公社）地盤工学会】

・廃炉地盤工学の構築と廃炉プロセス技術シナリオの評価
・廃炉地盤工学教育システムの構築
・廃炉地盤工学に関する認知度の向上と技術の集約体制の構築

① 研究背景･内容

・技術マップの拡充､データベース化並びに見える化を継続的に実施。また､廃炉地盤
工学委員会やWGにおける議論を通じ廃炉シナリオへの適用性について検討を実施。

・検討の深化のため､福島第一原子力発電所の視察､欧州で原子力発電所の廃止措置に
携わる企業との協議や国際地盤工学会議を通じて海外の関連技術情報を収集｡

② 廃炉地盤工学の構築と廃炉プロセス技術シナリオの評価

・昨年度作成したシラバスや教材をもとに､
本年度も秋学期に早稲田大学大学院に
おいて､廃炉地盤工学の講義（地盤工学
特論B）を開講｡併せて､同大学以外への
展開を念頭におき､授業内容の
オンデマンド化を実施｡

・地下水講習会や廃炉地盤工学講習会
による､若手を含めた技術者の専門
能力の継続的な維持向上。

・地盤工学研究発表会における廃炉地盤工学に関する特別セッション
の開催や地盤工学会誌10月号（特集：廃炉地盤工学）への寄稿､廃炉
地盤工学HPの継続的な更新等を
通じての認知度向上。

・委員会などの場における廃炉地
盤工学に関する意見や技術情報
等の取得､関連学会における活動
内容の発信､情報収集の実施。

④ 廃炉地盤工学に関する認知度向上と技術集約体制の構築

図2 廃炉シナリオへの適用性に関する検討

廃炉地盤工学講習会
（令和元年12月17日）

地下水講習会
（令和元年10月18日）

授業のオンデマンド化（一部）

③ 廃炉地盤工学教育システムの構築

図7 比重の影響
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＜トレーサー試験の基礎的検討＞
・試験水槽(図2)に電気伝導率計(図1)を埋設し、

塩水を用いたトレーサー試験を実施。
・伝導率の変化でトレーサー剤を測定し、実流速を算出。
・実流速とダルシー流速を用いて有効間隙率を算出(表1)し、

一般値と比較することで試験方法の妥当性を評価。
・移流分散解析により実験結果を評価(図4)。

② 試験水槽を用いた物質移行の基礎的検討

図2 試験水槽

水位差
(cm)

有効間隙率(%)

立ち上がり ピーク

2.00 35.66 38.51
3.00 34.04 39.17
4.00 33.56 38.87

図1 電気伝導率計

図3 測定結果例

砂層における一般値(%)

間隙率 30~40

有効間隙率 30観測地点1 観測地点2

表1 有効間隙率

図4 解析結果例(濃度)

：パッカー

廃炉地盤工学HP
（https://www.jiban.or.jp/hairo/）

特別セッション@大宮市
（令和元年7月17日）

地盤工学会誌10月号
（特集：廃炉地盤工学）図1 技術マップの拡充･データベース化及び技術の見える化
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